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巻　頭　言
「ヒューマン・ソフト」を考える
計算機センター所長　　　　　　　　　　田　中　靖　政法　学　部　教　授
　前号（r学習院大学計算機センター年報』Vol．3，1982）の巻頭言で，計算機センター運
営委員長斎賀久敬教授（文。心理学）が「計算機センターにとって，来年度（1983）は画期
的な年になる。」と書かれている。
　たしかに，1983年は計算機センターにとっても，また学習院大学にとっても，「画期的」
な年であった。1983年8月，キャンパスの南端，はるかに西新宿の高層ビル群から早稲田・
高田馬場の谷間に至る大きな起伏を一望できる小高い南向きの斜面に，地下1階，地上2階のしょう
酒な新計算機センターが竣工した。この新しい建物は「南5号館（計算機センター）」と呼ばれ
ることになった。
　4億5，000万円を投じて完成したこの3階建ての南5号館は，1階642㎡（195坪），
2階507㎡（154坪），3階252㎡（76坪），延床面積1，401㎡（425坪）の，どちら
かといえば小じんまりとした建物である。住み心地の方は「ゴージァス」とはいいがたいが，3
階には所員用の2人部屋が3室あり，個室までとはいかないにしても，頻繁な人の出入りや雑音
にさまたげられずに授業の準備や自分の研究に集中できるプライペート・スペースが一応確保さ
れた。今までの「大部屋」に比べれば格段の進歩である。2階にある「センター事務室」はセン
ターのスタッフとユーザーとを結ぶくコミュニケーション・センター〉であり，コンサルテーシ
ョンのために来室する研究者や学生があとを絶たない。
　しかし，この新センターの最大のく戦力〉は，何といっても55台の端末とキャラクター・デ
ィスプレイを備えた「203　端末実習室」，いわゆる「TSS（Time　5haring　5ystem）
教室」である。この教室では一度に110名の学生が講義をききながら実習ができるほか，講義
に使われていない時には何時でも自由に宿題や研究のために端末を使うことができる。10月に
新センターがオープンしてからほぼ半年たつが，朝は10時頃から夕方は5時過ぎまで，この
TSS教室は理学部の学生から法学部，経済学部，文学部の学生に至るまで，何時もむんむんす
るような熱気にあふれている。
　新センターは情報処理教育や，情報処理を手段に使う各種の研究のための施設として，名実とも
に第1級のものである。もっと速いコンピュータのある大学や，大型コンピュータと教授の研究
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室を直結する回線や端末を何十台も持つ大学は，ほかにも沢山ある。また，一般教育で学生に情
報処理の科目を教えている有名大学は，ほかにもいくつかある。しかし，学習院大学のように，
一般教育から専門教育に至るまで，学部の別なく一度に110人の学生に同時に実習を可能にす
るようなTSS教室のある大学は，今のところほかにはない。学習院大学は他大学に先んじて，
情報処理教育の先端を走り始めたのである。だが問題はこれからにある。今後は，教員と学生が
知恵と労働を出し合って先端を走り続けるだけの腹を，今，しっかりときめる必要がある。
　建物もコンピュータの本体も，いってみればカナモノに過ぎない。一番大事なのは，これらの
カナモノを使って，科学的，社会的，政治的，法律的，経済的，文化的，哲学的，芸術・美術的
諸問題を解決する創造的能力あるいは知性を新たに生み出し，育てていくことである。「問題解
決の能力」，しかもくエレガント〉に問題を解決する能力のことを，私は「ヒューマン・ソフト」
と呼ぶ。「ヒューマン・ソフト」とは，かつて「哲学者」がく知性〉と呼び，心理学者がく創造
性〉と名づけたものと同じである。「第5世代コンピュータ」も「核融合」も，はたまた「オフ
ィス・オートメーシ・ンによる在宅勤務」も，「新国際情報秩序」（NIIO）も，「データ・セキ
ュリティ」も，すべて「ヒューマン・ソフト」の所産であり，その逆ではなかったことを銘記す
ぺきである。
　「情報処理」は科学技術的プロセスであるとともに，確たる社会現象である。この意味で「情
報処理」はイギリスの科学哲学者C．P．スノー卿のいう〈2つの文化〉（自然科学と人文科学）に
またがって存在し成長する宿命を持つ。大学における情報処理教育がコンピェータ学校のそれと
基本的に違う（違わねばならぬ）点は，後者がくマシン・ソフト》の習熟のみで事たりるとする
のに対して，前者はくマシン・ソフト》に加えくヒューマン・ソフト〉の習熟をともに目標とす
ることでなくて何だろう。教員と学生の知恵と労働の共同が必要な理由もまたここにある，と私
は考える。
一2一
